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序

中之条町は、 i洋馬県北西部の吾妻郡に位置します。回]の菅を振り返れば、昭和初期の大洪水

がきっかけとなり、沢田地内で発見された化石により、中之条町の地質について関心がもたれ

るようになりました。ひとつの出来事から、研究 ・教育等に活かされた例とも言えます。

今回調査確認された長岡地区は 1500年代後半の'1"之条町の移転等についての様子が思い

浮かびます。この地は、中之条盆地にみられる段丘の中で、比較的新しい伊勢町面に位置し

ます。この中之条盆I也の段丘の基盤は、それ以前の占中之条湖の生成、消滅と深いかかわりが

あります。占中之条i胡の起源、は 50万年前にさかのぼるそうです。

伊勢町而の段l王は吾妻川に沿って分布し、他の段l主上に見られる浅間山起源の 1万 3千年か

ら1万 4千年前に噴出した火山灰は確認できませんが、現在の地表面iili:くには天明 3年 (1 7 

8 3年 )の浅間山の大噴火にともなう土層が確認できます。中之条町にはこの様に昔から現代

に至るまでの証拠が存在します。

特に今回の長岡地区でのii1.~1i:は、体生時代から現代に至るまでの断片的な痕跡が調査機認で

きました。

ある程度の時間の幅をもった遺構の数々が今回の調告により確認されたことは、 中之条町の

過去から未来へ続く時閉めまさに一真なのてす。そして、この文化を後世に伝えて行く恨の意

味を持つ埋蔵文化財発掘調査が、多万而の協力のもと行なわれました。この成栄が現代から未

来への町の文化の発展の中で研究・教育等に活かされますことを念 じてやみません。

最後になりましたが、今回の発掘調査の実施にあたりご指導、ご協力を瓜きました関係存位

に対して深〈感謝申し上げます。

平成 8年 11月29日

中之条町教育委只会

教育長 中i幸 fA.夫



伊tl 一言

l 本11r.は、 l叶道 35 3号(駅南パイハス)道路改築(改良)て'1与にfIい11-1之条町教il1i Ji会ヵ、'¥'I点7年度

に災地した長|尚遺跡の発J出調査概要開if『 811cて'ある.

2 発I~i，凋伐は干 ItI. 7年 llJ-¥27日か旬、ド成 8年3川25 11まで行な った。 法物が坦Iは、l'成 7年度および

‘¥' I止8年JEに、また報告;'}jj成は千成 8年11:.に行な った

3 党I~~同作は、群同県中之条土木事務所内長，，[;を受けて、中之条町教育委員会ヵ、，土地した a

修正I~凋fi:は、昨馬県教育委H会が行な っ た

1 ，~~MIl織は以下町通りである 。

教ilLi: oJ'i宰判長

十l会教Tjn*U: 目れ尺 易有l

N会教ii係1< II~国民-

，)1，1 fi:111 "'， 山UI 俊彦

5 ~': -rl ~の快市且び制!長は、山 nllまi主力、行な っ た

6 且物干~\!は、小 I'i 昭三郎を'1'，(.，1こL.向陥 J!-:).，、本tl¥ i庄雌が行なった

7 伸凶作成は‘ 11，¥"¥ ::t 1主を中心lこし、小川市 f、仏本iUか行なった。

8 jfi flV~の 'Ij: !'{.品i彩は、;日崎幸夫、品¥111町長i主、1llllIlt，まか行ない、遺物の写真機影はlf[崎幸夫ヵ、行なった。

9 牛;訓告における記H 山上泣物については 11I之条田l教fl委n会で保管している

10 淵先住びに牛:I~}の編集に際 L ては、 Fli己の}j々 に ζ指咋ニ協力町1いた。(敬称略)

In .l.l.J~'~教行委 li 会.群馬県中之条+.~ドド務所、株式会社測研、イ i11I写u館、人;道印刷IJrx，、

11 党側10M先参加II'iはド記のjJIjりである . (5 0 ì)'~lil ・ 倣，f{J時 )
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凡例

1 Jli桃実測問中の附I1自iJ，!;<V 線 Jよ f~ 向で Kわし、 JJ(立記りは 1f. 1:::~じを〆Jミす 。

2 7 '1 '/ fについては凶家出悼を ITIc、て設定した 泣跡的位置が伊勢町地区宜跡れぬ西田1Iになるため、グリ

ノトJ，'Lの名称はそれに中じた。

丙から点に lOOmMにiセ|尚 l区 長|吋 2区 長i吋 3区と区『判りした それぞれの区は凶かり点に 5

m 11fに AlI(-T!!(を設問し、各!>(Nに 1A・ 2A ' 3 Aと表記した。北から!むも 5m iJfにI止を設置し、

市に行くほど数7がI判える憾にした。各クリ ソトr!しが不す範聞はf;Lの南内プロ yクとした。

):j }f:区段北は 11-33G、肢丙は lH-35G、 ~-l r軒は 2T - 56G 、紋束は 3B - 52G である

3 i立構実;!il1図の縮尺は次のiillリである。

全体t'!l l/300 住肘跡 .11m立件建物跡櫛列井戸跡 仁JIC 1/60 滞状泣附 1/ 80 

4 迫構 .jfl物万点の紺l尺は統ーしていない。
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長岡 I遺跡全景(北西力、 G)



I 調査に至る経緯と調査の日誌

中之条町大'i中之条町のw吋I也lメは町のIj.j端をJ4u'配する lf}IJ11 k:f ，}~河I;~et II'. Iーにある これは市ifitL吾

h，:川に流入する問桃以川のイ'jJ;生に{立川する。その削桃沢川町，1r:1i孔で、 111の*側にあたる JR <1'之条駅何時'i1i!1J 

には kN'、川端、 j-.IJ;till跡から なる伊勢町I也氏遺跡引が1ムがっている。

したがって、凶道 35 3号(駅仲lパイハス)迫路改築(改良) 1: '1>により、 kl吋I也灰に新dJtされる道路部

分について L、I里品主主化l刊のffuが f!J;¥された。このことから千成 7年 1nに川同県教Tit' i~ 会文化財保E准

Aがトレンチによるぷ~1ttll淵査を実施した。その結果弥中 IL~代及び '1' 安時代的J4防庁佐eJ、された

この試1f.Jl，例代の結*=によリ、昨馬県教育委li会主化財保"量記長はIJ'之条町教fi委H会及びr.r馬県中之条上，jc

'1';務所と l品，議した。J'I'必丈化財党.jl:!;，淵査の牛;訓告は竹止 7'1'， 1主'1';1;として 1rH!~ ~II~ 111之条|本'1与務所のf:，;f.を

叉けて 11-1之条目I教育委H会が実馳IIることにな った。

本調作にあたっては、ぷ侭訓告1の結果を跨まえて訓11:1メを;Lbとし、現状的{止111道路から if(機による似削

を f丁な 7 部分までは距離を JI~ った。『淵査沢町 IJ41jのJ町内IJ した断fMには傾斜をつけた。If(機による1<土的指削

は、「荘仁I.. ~li)r を確保し つつ部分仰の掘削とした I長.:::I :t~j ， iJrは調先以外に舷似すべきであった。調11:，在必 l面

では、ます作業nによる f，'ìitを行ない泣怖等のr.1L誌を行なった。その作業に‘ド行して測 l止の )t~ 市析しを品位し

作治桃のE淵1tへと杭丁一した。

II 遺跡の位置と周辺の遺跡

中之条町は|羽束、ド~f'の北西の端から百十馬県一新潟県岐の IIJ脈へ向かう I世 I'i で， m 馬県北阿部に純白する

聞Iの出品〈部分は、(~;. h.川に隔て hれた中之条it.J世阿北側である この河Ij':f1JI:lfriは1骨抜 320mf'j'である

kl品11 ill跡は、その'11之朱 iU也にli〉lkする しかし、 '11之条町の1M仙の殆どは山林であり、国Jの総luiWIニ市

的る山中4の'，I;:IJ介はキ'-)8 OO'oiこちなる 以内では、，:':i~、 };lJ{トである ニれらのUI林から t宇和r111 ヵ、町の I前を ~khfL

する片主川に流れ込む 1 作時代のJ立幼;は、その件河川 f(い、をはじめIIlf内のほぼ全f，f;に分布している。 k附 I

法制"止吾川lur刊、のμ‘い‘l'jfJ.剖iにi立iltする

kl柑 1m跡と l羽辿つけて ;;えりIlるI，'cl辺の辿跡として[土、伊勢田fJ削fili跡fnとれの俗[11 1J)がある 伊勢町

I也I":i立跡ltrはkI;I，j1 i!i酬の点Ii刊の州I1un川をl!.¥えた古 )).J11のれir1-;札口li'.Jにある。ぷ相l'追 跡 111 端i立跡 ーLn;f

itI跡と 3つの町村、て吋11けら札ているが、これらをまとめて.位置的な近さ等から.j>:遺跡との凶述を号えるべ

5であろっ f，の!{;:lljJ1'¥1土本追跡の内側にf.i:;r，'寸る 。ニの泣椛は、院内 3かl'にi出タ人 i休日"の fi組ヵ、売はされ

たLのである。 5111紀..!<の Lのでhり 調11:により桁式fl':.ikイI主が6'((，.2.できた JiI宇和と しては、 Ift!J2、7J

r-I、鎌 2、鉄斧 l、人1'f等ヵ、 hる イ f グHr~ ，11' j1'11止、 r fU .l.!~~U 兇J Iニ"己岐されている F

聞Iの71を払り返ると、その起il.かか 50 JiiF川にさかのぼる 山中之呆，MIカ、'i'之j長自在地のflti-の).1.，:.君主 となっ

ている 冬IYIの降水 l止の少なきゃ、 6月から 9JJにかけて降水ほか多くなることて宇盆地午、1引の以訟を合的、

その後の11'之条町の朕史に係わる '1>京の起渇aをこのあたリによ1<めることもできそすである

また、 II{{利l初!日!の大洪水力、き ヮカけと主リ 、iJWIJ也l人lて)1:見された化イ{によリ、 q-l之条問!のJ也nについて

LWI.l，、iJ‘むた札るようになった ひとつ内n1，lf、がから、/IIf冗 教fi'!iにJiかされた(刊と Le i える

'1'之条町内での 井11.';f~の泊桃については、以|、の憾に(，'{(，;2.されている

縄文時代的ili怖とし ては 、 fi.1臥地跡にi:n、て、'，'.)ijlの UJe'711'j則的fi'1川湖、 ドTi立跡ではliijJ型!と IJ'WIの
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第 1図遺跡の位置と周辺遺跡 (1: 50，000) 

l 長院，1M" ~陣I貴跨

fi t，民..路，.，.跨

" じり，lj，J跨 '2 小徳川眠時

A. r，つに阿川 R 阿/jlll

3 111掲a跡

， ，向割....
4 上1，q:，J跨

9 'I'i/(遭跡

L1. tれ九'"府砂川 14. if岡温俗

1'，k，1l1 日樋川1主

fi::}，';-跡、宿制遺跡では、 rjtj)ijJ 中JijJ・後JijJのfj二}，';'Ufなど。

5 (i' ，if，凸'"

" 下比高a除

E. J前，"

弥生時代の泣怖と Lては、 rl:T?尺泣跡 A Jメやド})~日遺跡の、後JijJの住居跡。また伊勢田TI也lメ i立跡{汗では、後

JijJ (締WJ)のUol古跡が多数;(1.¥1脊された。

，'， lJl時代の遺構としては、術割|遺跡や下1J~r~':j泣跡と七日 rlî遺跡 B 区の住I，>{跡 中沢泣跡、Al正ではliヒI/r跡と

水凶跡。七日市遺跡A区と小塚遺跡的本111跡 l也にドギ遺跡的PJ境(名久間 9り坑)と名久則 8サJttが調査

さIlている

保良時代の足I鱗としては、下lJl.向ili:跡で. f i:J，'f跡ヵ、確84Zされている。

千't;時代的遺構としては、下、1';立跡、 ド 1J~r:':j u.i:跡、佐田遺跡、中沢遺跡A医、七日 rlij世跡目l正において{主

川跡均、舵認されている。

2 
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III 長岡遺跡

基本層序

N~ 本Ui'1 としては、 6 rf.jまでうj-1¥1した λ")1のはH¥J!l 刊I\}( に 11 う上イ I なたれに 1~ljf-j- る JI 主川 411 いの災'，1;

のむ.~跡として伐る ;xH\IA 粁イ I を命ι 1'.1\，;か、，~，J1正 lメの/'，主川沿いに舷14 て 3 た この1.I¥-1IJ、訓1i1メの JH 

J1 主総 ~n ~ 、には昨14てさなかった /'r[111の訓 作|メ [士二の1:1(1のイ1る皿 LのI阜の日1，ぅr':な〉ている また、市;

汁によ》てl土決HII 紅l川テ7 ラE除名 渋川テワラ(F.~ ) のフ口， 7ヵ、1，11( ':なっている断If(jL ."t) ')た

縄 f"，か，Jt 'If(， "': I~n I 

"網LI ミ I\ ~ r' ， ~~t t. 

ー-332，OOOm '"縄j t ~.' 掲 i 、1\ ~ T)附

ミー ，.子，-， lU  

11 rv il ¥ . 補 色 "テ 1'，~ 1. 1'" 

t 何故以

111 V '1' 色 11，ト、ア，-/! U 

ぇ"む

ー- 331 ，500m 羽 ，. -. 長偽色 itU."JU J.I 

W 
・人防1]司 II j H 司 間，"匂 t1ft:; 

I 桝 111ft '哨/llj~ .ι.r ゐ， ¥ 仰附j、'針H，
牟aず合r働d虐直ιiぶl 、羽"'祈呼 - J， I川1 そ }斗十 ，.. “ 

v J 樽.:-、る

VI ー- 331，OOOm

第 4園 長岡遺跡基本土層

2 調査の概要

'1'之条町内の1'.11';断IUIにjJl、ては MI(1カの火山起説明，'H物のM力、佐14できる 法/1¥] 1-1'1川テワラ (八

対 K k)、t刻1¥18テ7ラ (11 ， B)、怜れ がけ11テワラ (11， ド11)、決11¥)-N，{ I/~\ 此色粁イ i (11 s 

¥'1川 、;111¥J机外悩色軒イiI A s B 1))守で九る また、これとはりIJ仁丹」μIlln、てl土、，<"J1 3 ij'.の沃tl¥J

山"1¥'1<.に fl'、Jt主川を流HI、った WW:J¥粁{JL合む) Ui流を含むJJ¥"IL 附EJで3たカ、これは昨ドテフ

ラではない 今ltil，淵作した1<I"，j1 ji'i闘かて1士、ほH¥JA粁イlを合む!材、{主間 有υ11テワラをたι!川、怜れー渋111

テワうをたむ!同ヵ、町L.2.て 5た 法H¥[:-¥粁れを合ι川は，凶作lメのI*jj刊lの上同断1111により附dて5た

jli怖が Hr - 10.-¥にfSJ.われている Lのと Lて!士、 5りiUi';-跡 5 ~;-tP~~kj立桃か 6ft' ，.2，て与た ili fIV~ ，二 11 r 

ド¥INヵ、レン丈.jkにJ品ち込むもの Eしては、 1 ~;'iIV， ~kjllhYJ ヵ‘ある 説 u二H r 10 1¥を;苛むi.tit.Viとしては 、

1 1，;.-:{ ~;'fH';'~ ・ 7 サ- 1 0日(U，':跡内 7つの(U，':尚 2 ザ-8 む I~ ，(!J..ill物跡の 7 つのI~ 山 ill物跡、 1

~;.t:-~ i';、!ill物跡、 l号附'ilJ跡、 1 J;;. LtIL湖、か的『」できた WLに As 日を含むJ立川と しては、 l LJ-州、ιIi.ill

物跡かhる 1史上に As K kをFrむ辿仙としては、 4~}ltVI 状 j1nY~ . 7 ';}-. 8 ~;'iNdk迫州、 l~;-n)Î跡が侃

14できた !也にu.rJYI不明グ)ii川町は 4~;. . 6 ~;- . 1 1サfUf;湖、 3号ト ー6~;-tIY~~killf品、 lLJフラ/グ)6つのja

怖で hる， 2~;'í IY~ .i J\ J立怖は、 1011 を介むJ也 1 11 i切り、 41;. i，Y，:lkji'tltYi (K s - K k )に切られている
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IIIIJにある。長}j形のこのttJ11;.跡的慢は南北万戸'1が長<4 50cm料、見E丙JiI"JlJ:3 5 Ocmf'Eて"ある 。1主肘跡中

fたのはlujに直径 15 0 cm紅の焼|が広がる。壁の下の古1¥分には周溝がI!ilる。l，jd師は、はっきりと確認でき

た。柱穴、貯蔵火は械誌できなかった。I也山は、ドl然の際111となっておリ、 PFの立ち」がリには、その僚が

争11き出しの状態で雌認できた o 認土には、僚名 ー渋川テ7ラ (F A )が合まIlる。

2号住居跡

2号住肘跡、は、 2ド 53G/ 2Q-53Gに位置する。住肘跡の、1'/面積の 3分の l起が礁認された。

残りの部分は南側内調布lメ外である。東阿 )jjilJの壁のi土さは、 45 0 cmほどである。剥企した部分では 、カ

7 ドの体認はできなかった 。 H 府跡~tlllll 内情近くの 11'凶}に、炭化物がある位皮まとまって峨辺、できた 。 凶相IJ

何日tよりの部分で、 Iよ1Mから'Wにかけての焼ょが雌認できた o UZは、ほIf垂直に立ち上がって、その下の部

うIに間滞がlulリ 床面ははっきリと雌認できた。明句かな村穴は.It点に l本のみであり、他は確認できなか

った。I也Lliは、砂質的ローム|である 。

19.一上は、]凡1Eの畑面からー折で体認できた 。畑面の仁1Mは特;土水聞は昭和的 Lの・浅ImA軽石を含む層 -

As-Kkテフうを合む1M'F Aプロヴクを含む暗等カf確認できた。

2号掘立柱建物跡

2号制立住建物跡は、 20-52G/ 20-53G/2P-53Gに仙置する 。同じIH1隔で4+のピ γ 卜

が、ほほ点凶Ji rí'J に並ぶ。 この泣桃のまわリで組になるピットはli!J 認できなかったが、 l~l iL什建物跡と呼材、

した。

品ピ I 1は、数段の階段状に深くなるf!E'f面倒i面柏が狭くなる形態をしている。その撹 Lは、様才"F Aの

テフラプロ IJを含む。今l函l向調査で僻認できた FAブロ !Jを含む掘立柱建物跡内1_1-1では、そのブロ ンク

が小さし、。i←等かり新しめのものである。一番西よりのピ〆ト近くの礁認lliiに土器片が多数碓認できた o

8 

A-

焼土

B' 

3号住居跡

A 331.4同 m

-A' 

B 331400m 

第 7図 3号住居跡

o -

B' 

2m 
-画面画面司

3号Lihi;.跡は、 2N 5 1 G/ 2 N 5 2 G/ 2 u 5 1 G/ 2 P 5 2 Gに位位する IU日;閥、である。
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十I古iI杉は 、IJI!Ah形でー辺のkさは 24 0 cmf"~ である。 l鈎1t時にカ7 ドのれ跡は東1i!l1 にあることが確認で

きた。住民跡内には所々焼 |がまとまって舵芯できた。!よIFllは、 地111のロ ム '-.&1)分をそのままに 使った場

所と即il本Lた部分がある。 撹土は 、怖 く伺 z沼できたカC総r， 渋川テ 7ラ (FA)のプロソクをふくむ。泣物

¥く J ， 
A 

， o 

‘品、

むへ。
o 

d 

ψ O 
O 

Q 

5号住居

A ご---.. 5 5 3 6 2 5 A' 
4三>、-句、~イャー a 、、F一、「一一戸\J一、ーム ー

-土三し，.....，，-.S!d"o 4 "[ユ4二二二三士三ごコトーザー一一ぞ-:r=己=

6 \ .~\~ 8_一一一6 二三~~ 自v\ 0\\~ンーー~------ .. ------" ~ 

7 

5り(JI~: "'" 1円。よ!

刷褐色 JIU，の凶nI 

2 必偽色'"怖色 L"'ill'riJ 防1).1の餓1ヒ¥1
3 時l燭色 H>J':~~似 fミ4像以

噌1補色 t ド屯を多州

ト¥. 

L 311.0¥)()m 

" 中燭色久々少~i ト働色 1 プロ 夕暮鰍f散"小崎カ少:，1-，iclcjさん司.，る

7 織田山尚色 n色Pf. Iil色1:'rを少J.l- 'J仰をt歳以

射 叩処色"色引[. 1民色t:"，J 小硬4ト少悩 みω色 I~.何世剛

。'"斜j 色 H ，~ ~/\'.U'u) 健カム北少 “色料(.!It色t，'r( 升榔色付 fそ処M

lil 'I'，~色"色 1:，. ( 抗白;， f少;.i ，~純白u イ峻布。<'1;，:

H 惨 目 白 何 日 色 "削付 信州 itt f!:.~，'， { f.，法相 サ仰毛利;

第 8図 4・5号住居跡

8 

、、く-f.

o -

O 

。
O 

4号住居

2m 

-ー可



この住J，';跡の桃築1MはI也山の砂11のローム土である。す ぐ北阿に位置する 1はほとんど舵Edできなかった。

!，}fUi;跡の喋を合む附を掘り込んであるのとはYくな っている
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5号住居跡

5りIU叫骨:は、 IN-36G/IN-37G 10 36G 10-37Gに位置する 0:1，';湖、である 甑

1:は、 JJU，町本111[ftiから-t?iで確認できた。 4指名 渋川テワラ FAが水'1'にJ性的する UMヵ、(J'<<'IJ!. ，'1¥ A、た

fU';'跡[tjの111の!よl自lに、:長の 1'.刷日1¥から u紙日11にいたる部分がB泣泣きれている。その川リ 11部分はJ/fi成が

激しくあるf'JJ立のi回1::]その犠な状態にあった 'J>を，j、す。折り返し u縁の外出[1には波状丈、 Wt日1¥はへラ川リさ

れ、 2jllllめの簾状丈が地文されるoH阿部には波状丈が地主され、 2cm程無文になった部分て'e'，llqJj IIIとな

る ニの"討の l半部を含めて、住肘跡的川、[ftiから袋 鉢 ぷこすの陣式上器が数点 tiï( ，æ. H~*た

6号住居跡

6 ~;-f u';. 跡1.1'、 IL-37G IM-36Gに[立併する 0:1，';'跡である。 It.肘跡的*側のむそらく'V.[si!liの

3近くにあたる郎分カ、確必された 住}~:.跡は地山内穏を含む 1M までJ居り込んである 撹 1:には、除名ー

渋川テフラプロソクをふくむ。遺物は、 6l:aてき主かヲた

7号住居跡

7 ~J'f i:ll'; 跡は、 2M 48G/2M-49G 2N 48G/2N-49Gに!ιLllするfi::}，';'跡である。こ

めfU，';'跡のlド[IIi般の 2 3紅カ、姉必された 桟リ(内部分IJ-It側の調査[:;Z外である。地点近くはIt札される。

!恥[ft[には、 -[tn炭化物が広がっている。焼火fi: 1，':と推測される。カ 7 ドはJf(ft![jに舵必できた fU，';'跡的南

側の山ち[:1う、りに、はぽPI形の板状的イIが二つもYてかけられる様に位置している。[，j<[lJiから取り|げらILた

i訓J採のt干の 2作の破片は、 liば杓えで 111告は 14 Cm 打、 I~J fI開に部分的に1/.(射状の防止;が地る

B号住居跡

8 ~;-fì:}，I:-跡は、 2K-49G 2K-50G 2L 49G 2L-50Gにi立川する fj:l，';'跡である.調

1tIi与は、ィ、'，t形である 'J> 、 J，j<[1iiがはっきりしないドて'r~1断 tl\米ず 8 号住肘跡と pT林した

焼1:[fIiヵ、北[JIiにある その近くに u.片が欣Aしする 克明のものは無いが、杯ヵ、数ι点取り['.けられた。

)Lli，で 111，北町iが戸、l汚し、 r[ i壬I2 cm杭のもの はぱ'1'1.氏でlJj叫がわずかに外反寸る Lの

9号住居跡

9 ~;-f ì:l，':'跡は、 2 .J 4 7 Gに位lEする IU川湖、である 350cmX350cmのははlEJJ/f;の、ド[fIiの形をす

る。カマドlよ、京fI!lJに位置する。

I:I~ はほ I .l'f>d，に占ち上がり、その卜の日i分に仏Ji，Y，カ、 u'lる 休 [Itiははっきリと佐dでさた 却、、 1:1困問[[Itiで

は、怜r， 渋川テフラド Aのブロ クヵ、合まれている l本[111の泊物ヵ、和I出か佐ESZできた

1 0号住居跡

1 0けfi:I，';'跡は、 2ド 46G 2F 47G〆 2G 46G 2G-47Gに{占出「る fU，';-跡である.

5 !，;-側主主主物跡を切司ている。 (j民跡的叫11ずる 1'.1111よ、"ド、が除名 渋川テフラ FA町村を?む Lのであ

る。 10り0:h';-跡、に比べ 5号州立往物跡的IU、の縦LlJこのテ7ラブロソクヵ、止さい

fU，I;'の[f.i端iで Feが雌，;2.できた 他に'1'11[j([')には 53J仙l¥:Ul物跡と切り uっている部分かり u昨日がH¥1 

しているか、 10ザ(j肘跡の LのてPある

1 1 
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9号住居跡第 12図

発掘現場で隊認した治情的切り合いか句みた新lnであるが、 81，.、/11((から 5~:HF.~止建物跡 1 0号住町跡 ・

6号掘立主t物跡、の111((である。

1 1号住居跡

2じ-4 4 G/  2じ-45G/2D-44G/2D-45Gに位ほする単独の住肘跡て日1 1号{工};!;跡{ム、

ある。今回 住肘跡の由*部分の:調査を行なった。北側と凶11111は調作i正外であり '1'凶l的には一部分しか調査

できなかった。措11ーには、僚名ー渋川テ7ラFAカf含まれる。

船 zLZできたはのほぼl l-l~とに、ピソトが位 iftする。立I物は 1*lfIîから取り kげられ、ピソトの中からは敵認て叫

l'版であり ui子は 15 crnでl且

5 crnてv ある。 fよl曲には、角の取れたl之辺 15 Cmねの桁円型的川原イ1が幾つかまとまっており、

器)TL まとまった状態で取り上げ~.)t lた。

そのピソト脇の)本山でiたせた状態で取リ lげりれた土師r，f;:J不IJ、きなかった。

吉iは 10 

1号竪穴跡

21-49G/2J← 48G/2J-49G/2K-49Gに位置する単独の遺椛である

'1ιI曲的には長 }jff;であり、 111闘の畔の綴に盛り |二がったI也山 2+によって、ほIl'3分i怖されている。

J地世山は、砂f質Tの口一4ム、上て

無か勺た。品Lil'区内の確認できる純聞でこの泣椛の回リに関連する泣構もも'{跡、も協かった。

12 

l号怪火跡は、
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o -10号住居跡第 13図

1号プラ ン

先制，，11.11>:の現場内段階て北、怖かな iuflYtとはr.1，1 K -3 4 G L: f'，:ii't-jる

1>2.できなかった。極上にはっきりとした焼 1'.と炭化物が含まれ、、l'而的な広がりカ{p[J2.できた。 tJlょと I也山

は!VIらかに l'4なる。数点的上苦手片カ、取リ|げられた 桜 1:1;1: i耳〈、断而は記録できなかった

北側の断1Mに、焼七粒左炭化物片を??む 1:I刊が IlIfl，;1 L日さにある

る範l川では地IJiの穂である フラ/の範jI~は、 i柑rfWJに焼 1 肢と炭化物片が広ヵ、る範jlij てあリ、

プランの範|川内の礁は、舵a4でき

lJ-34G 1 '，;フラノは、

範1mはあや

しか L、焼 1:と炭化物力、激しく集 lド的に6'(112.できたことで、この憾な呼粕、とした。

北側のl淵保範ドH岐向上層断l自lにはJLち lーがりはji'{I:必できなかった。 その位置で式掘のトレンチがこのプラン

を切っている

13 

ふやで侃〉主できな L、。
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1号竪穴遺構第16図

1号鋸立柱建物跡

本遺構町西11!!Jに組みになる付火力、I!る の発4~\J制作の段階では2T-55Gにf，a;-tるふ
io

跡

確認はできなかった。

iil 1 は泌 IHJ 日を合み、 1 .1ほ1司じ形のItí'、てaある 'J入、1' l fr Hl'Jな仙~;aプj{.直当である‘J'かり一組みの iU、昨 とした。
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ではないかと必定したが
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3号掘立柱建物跡

3号住肘跡は、 2N-49G/ 20-49G/ 2P-49G 20-50Gに位 ;llする。 4号掘、/と弔l復

している。 4j，j'~~立を 3 号掘立が切 っ ているので、 3 号制 ι の lj ，ウ、新 L い 。 形態はパケソ状である 。

磁土は榛名ー渋川テフラ FAプロ ソクである 。

調査雌認された舵凶では長辺(点附 300cm， hi辺 (rH北 15 0叩であるが、ノト11'1の長岡ill跡内で州

必された街i立の多くかり推則さ札ることとして北1則的，JI，11f.1メ外に続きのHlみになる性穴が存在すると忠

われる。

4号掘立柱建物跡

4号槻古は、 2N-49G/20-4 9G/ 2P-4 9G/ 20-5 OGにui:;liする。 3号冊立と呪依す

る。 3号制ιに切られているので、 4サ1¥1.ιのおが占L、。撹J'.はJtに僚名 FAてす〉る。

f1六円'I'i而(1<]な大きさは、 3号制ιに比べて小さ L、。

自
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A J:.l2.2¥)Om 

B J:J2.200m 

c-:.l32.200m 
ー

D J::l2.2fl(削m

5号掘立柱建物跡

-C' 

第22図 6号錨立柱建物跡 (2 ) 

0' 

0 
恒画面ー

-A' 

a' 

2m  -

5号掘注は、 2C-46C/ 2C-4 7C 2H-4 6C/ 211-4 7C/ 2 1-4 6C/21-4 7C 

に位置する。 6-t}il:eiLと E依するが切り合う古1¥分は無L、。凶内部分では 10サ住居跡に切られている 。ピ y

トの4'[耐の形は殆どの Lのかl<Jj形である ピ y 卜のlifffliでは、その長辺土iruJを3分の l終的広さに分ける

様に段7'tiーがある。 3分の lカf百五〈テラス状の段差となり、残り 3分の 2はそれより低い[([1となる。その 3分

的2の部分に、幾っかである由、はっきりとした柱痕が政必できた。この村民は、平面的な{¥;:;sでは、 TII!'長

h形のビ ソトのA'I'あたりに位註している

6号掘立柱建物跡

6号畑、1は、 2C 46G 2G-47G 2H-46G 211-47G にi立置する 5号:-jijj古.とiJ1.彼

1るが、切り合う古1¥分は加L、。IQJ二には隙才，FAブロ ックを含む。ブロックの大きさは. 5号J日ι跡よりも

小さL、。そして 、fQt全体カ・fH，FAテフラ約千円1.;か』布、茶色味を借びている

5号tUr';'跡とは、 l(i桜切り介う部分は皿いが、現上向状態苛ーから 5号J臣、yヵ、占〈、 6号制、け、新しい。

7号掘立柱建物跡

7号J屈占ーは、 2K-47G 2K-48G に位 ;tiする 。 8 号 i~: ¥;'とA絞する。切り合っているか、発侃調

査の現場てずはその順併は任認できなかった。しかし、税上の状態等から 8日州立を 7~}i!ai立カ匂j っていると

I~J断 L た 7 ~~掘 立が新しく 8 ~J-i~立か山 L 、

確認さ Hた件1<1立、知辺 (点附 lil"Ji 3 4: lて辺 (南北JiruJ)4";':であ った。 北側は、調夜範同外である

21 
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ため、この泣構の長辺のむの本数については不砿定である 。

8号掘立柱建物跡

8号掘、工は 2K-47G/ 2K-48G/ 2K-49G/ 2L-48G/2L-49Gに{山町する。 7

号制、/と!fi:複する 。切り介っているが、発掘調査の現場では、その順番は確認できなかった。 しかし、説上

の状態等か句、 B号f目立は 7号』目立に切られていると判断 Lた。 8号掘立が山<， 7号掘立が新しいo

。乱認された柱穴は、l!.iill()紅白}1Iir])3本。iミ辺 (南北万[irJi 4本であ った。北側は、調査純聞外である

ため、この泣怖の長辺の村の本数については不確定である 。

つひとつのピソ卜の半面形は、はば長 H形である 。 5号制立のIf;にf以るが8号掘立では、は っきりとし

た特徴は附認でさなか った。

1号柵列

I号概列{止、 2H-48G/21-48Gにhj:ii'r:する。発御調脊の段階では、 3伽1のピ tγ 卜の丙担IJ見(IIIIJ北

側を村脊 Lたが、つながりのある泣備は依託、で与なかった。形態等かり推測すると 4号限立の憾なもので、

南側の調ff:区外に組みになる制止があるのかとも推測される 。設上は僚名 FAを含む。

f也に調査区内には、浅nnBを覆土とするピ ソトが多数昨訟できた。発!I，e調査時には、できるだけ組みに主

る様に心がけたが、はっきりとしたものは数少なか った。

。
O 

O 

A- ~一越ト--0 A 

A_3.12.200m A' 

o 2m  

第25図 1号柵列
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1号溝跡

1 -'，j'r品は、 lH-34G 11-34G 111 35G/II-35G lJ-35G lI-36G/ 

lJ-36G lJ-37Gに(主流する 。この端は、北阿から南京へ略直線的にfilrびているが 訓告i区の南

端部分では 布lilJをほぼ南にi111がりながら F企え ているのカ寸乱tdできる。断I自l形はド111形に近いが、}j!i'Jを変

えたI也山では、 i立ぎが雌訟できる。 端的版部分から ιち lニがる時一段のテラス状内部分がある。

ワラ /Ml認の段階では 、訓告:6it1i2，!uiに 2本的 '1'1iした体名 FAの帯状のつ"がリが餓BJで主た 。満である

ことを倣必し、断I白を 見ると、様r.F A 1;1レンズ状にJIWtしていた c この4様長宇，FAのみグ伊、J椛i佐主討4附由百剖部1¥分は肉H似}且lてで4 

は 31附刊に分片片桝首1てで“きる。 卜カか、句、 }法主E此{色て

この4様長r，F A府的I堆佐h'限i立qの掠 Fμiは立、!川Iii沿(白}いの水t削Hに砂カ、イ流1ιLれ込ん f人.，様 fに似る 町内のE訓品J淵:'1イ4査f主正tp僻昔g必i忍zさiれLたi遺f宣I 

桃グ円〉中にlはよ、この i号講と101!一 線t，F Aのj制自の Lのが多数ある。

講のl屯は、礎li1になるかそのJ'.I(rI的自11分て吋1鍬の破片カサI:_cLている さらに淋の立ち 1'.ヵ、リ部分から イ[

I梶カサBIしている。

2 ~ 6 号溝跡

2 ¥j-f，Viは、 3B-52G 3A-52G/3A 53Gにi立;?tする 。この様は、 lじ*}jli'Jかり Iv.i1'4 }j 1"1へ

だんだんと市にJiri1]を代えなが句 1111総状に(rlrびている。

3 ~J'hY)，は 、 3 Q -5 2G/3 R -52 G に位 ;l(する 。この講は北西万líl ]から市* Jir{l]へ(rJiびている。断

1Mは コのrJヘ状J にはっきリとして }oリlI，fjU;I不可lである。

4 ~.f (-出は、 2S坑以来、 3B J![以西に6'{fn2. H ~ -*: た 1 ， ;1 L形態の構 34:をまとめて呼称した 阿かりq辺以iilと

詐りをHけた。r!l上は浅mJBを極多;止に合む 4 サ鴻③は 2 号講を切っているので 4 り地は 2~J'r，品より新し

L、

5 IJ' hYiは、 2R-54G 2S-S4G 2S-55G 2T-54Gに位置する iF機にてのよ I掘削

町時、僚名 FAの部分をl¥Iiリ取ってしまったが、 UI~断 1M(7)J怯肢の{上fJ、断1Mでの形その1也は 1~~泌に 11:(る 。

はは刊から束に伸びてr品は終わるか、 IHの ，~H'f以 外JiJílJjからは時~f と反対に lul リ込んで (rl' ひているように推

測さj[る j1i4却liliiti ~æ できなかった。

6 ~J' {I再1;1、 2S-55Gに位置する 。 5~J'棋を切っている。悦f.L的に 撹仁に礁を含み、千1Mの形 L 不定形

にほいが、克服調校現場てu 、 t，Y~ と呼称した 。

7号満跡

7 ~j- i~iは、 1 LJ!L以束、 1P杭以I/liに(J'{':112，できた1，;)し形態の構 2本をまとめて呼伯、した 附かりClX②と 番

りーを(，1けた 撹土l止法IMJ日を含む I.IM断1M町Jには、 k"i13年の浅IBJA 1:えび、 決WJBを含むJ刊のドに{止<liし、

この 2肘を切っていないと碓dできた

7 ~j- tP..は、は If雨 ~tli(<'1に('1'びている.

8号、溝跡

8 ~;'hY"は、 2E- 4 5G/2E-46G に{立政し、Ji r í ，]は南北に伸びる。 理lJ は戊!日IB を含む。形態等か

ら4~;. t，品 7号講と lrilじ時代の!日lじ形態的 Lのと 推測される。

紛れ込んた Lのかイil換が鴻のJIJ;I面で取り |げられる。
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第28図 7号満状遺構
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第29図 自号;溝状遺構
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第30図 1号井戸・ 1号土坑

1号井戸跡・ 1号土坑跡
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I~J. J!:J I跡は、 3'¥-53Gに単独てi立山する 側l([iには底的部分から碍認 1111にでるまで川 IJ;(fJが組み t
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げられている。 JI'~ ;跡的上部では、 45 cm程内比較的大きな石が刺lまれ、その隙!日lに 10 cm位向小さい石カ、

はめ込まれている。 li，の部分のIfU:f.は 1OOcmf'，¥e調布確認[h[での石組の端までは 15 0 cm紅て'ある。

撹上は、浅間 B斡.(jが確認でき、遺物としてはイ1正iの破片が取り上げられた。

1 J，J土坑は、 2S-53G 2S-54Gに単独で位置する。調査区の中で FA税土の上riLは、この遺構

のみである。 他に、 2号上坑が 1M 37Gに単独でi立遣する。被上は浅IUlB 、千両形は長万形である。

W まとめ

本i立跡は、古H桃沢川町右岸に広ヵ、る柴/在である。 iii椛は時代に関係な く、I也山町礁を含む)副までJ屈り込ん

であるむとの、砂貨のローム土まで掘り込んである Lのとが，<<.2.できた。それは調査区内町自然地形が、障壁

を合む肘まで深いか決L、かの差であった。

中之条町内ではローム土の中に戊IHI 板鼻Ji'i:色斡イi(A sーyP)、浅tll]-版鼻褐色続行 (As-BP)

がliu:J2，できることが'J.-いが、今回内調査区では附必でき なか った。

訓告区内からは、弥生時代の住}，，;.跡は西側の I+-fLか確認されなかったが、 l号満状遺構からは、 樽式上

11fi的破片が多数出土し、石鍬の破片 (11-35G)が取り上げられている.)>等から近くに弥生時代の遺怖

が桜数存在すると抑制11 される。 I り:-t3~状遺構か らは他に旦H釘7製のイ í!脹 ( lH - 34G) が取り上げりれた 。

このイ[鋲のi也にも調査l:i内からチャート製のイ1鍬 (2E-45G) L出土している。

ftJ，';跡と掘立住建物跡の位置関係としては 、ほとんどのものは、切り合っていな" 0 しかし 、l¥ii立柱建物

跡どっしでは、切り介っている Lのが多か った。そして、干安時代の倒立柱ill物跡と住肘跡が多い'1>が、 ili

t品の覆土当 方面ι，j在必できた。

U:J，';跡的カ7 ドはすべて点墜にぷ近されている。

1 J'::J Jt:戸跡は祖i土等から中世以降と巧えられるか、他の遺備についてはほとんど小明である。この井戸跡

の額上町中から、 イiF[の舷片 (3A-53G)が取り上げられた。

紙上に浅~{l 粕川テフラを合むピソトから llj"銭 (2S-54G)が取り上げられた。

L<I碍I遺跡で.11.認された各時代のifi備が、中之条盆地や近くの遺跡の広かリを Lったものの一部として位

置づけ今後さらに、 れ時代ごとのilI跡的布祭がなされることを希望してまとめとする。

〔参巧文献〕

rr.下馬県史J r B.'(: ，I. !HI，~の ill跡J r r.1'潟県の遺跡台帳11 (西E制)J r.r 馬県教lf~H会 『山武J7 市 ''1:.研究所年

割!~(l II J r山氏巧山7:研究所ir-"W:-Jo.l2J rql之j削 TW~J 111之呆町役場

r相tJ己地区遺跡併lIJ r横1己地区遺跡ff1 J r卜;H波fj'1Uf遺跡J r干遺跡府 下 J;L~~:Î遺跡 廿岡遺跡a

rτ17.&跡ltr 下半遺跡発地調1f:慨報J r天代瓦兜i1i跡J r大塚遺跡r.1' 宿:月[J遺跡J r大塚遺跡群 ニli卜嵐itI

跡第 2次J r下沢渡泣跡群 久森1\1~HIJ .(j遺跡 |二!ぇ F泣跡'J r大塚遺跡tf Li h.l.il'l跡J r'jl之条町名久

田8号占墳J r現地"見明会資料伊勢町川端遺跡 ・l'成 5年 11月28日」

r 1 0年の歩みJ rl'之条町歴史民俗資料館

町四没村/品 鎌田l村党4邸調査概弘F よみがえる延命4J'J 峨恋村教育委μ会
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3 B -5 2グリ ット土層断面(南東から) l号溝確認面のテフラの帯(写真左下)

2号住居跡(北カ、ら)

5号，曹状遺構(北東かり) 7号，聾状遺構(北から)



写真挿|叫 2 

3号住居跡(南から)

6号住居跡(西力、ら) 7号住居跡(南から)



'11:ιJ吊1"'1 3 

l号竪穴遺構土層断面(西から) l号竪穴遺構(西から)

7号 8号掘立柱建物跡(南力、ら)

7号住居跡土層断面 (南から) l号井戸跡(南西カ、ら)

2号 4号，膏状遺構(南西から) B号，膏状遺構(南かり)



写真J中間 4 

I L杭以東全畢 (北西から) 2 L杭以西全景 (南東から)

5号住居跡出土遺物 5号住居跡出土遺物

7号住居跡出土遺物 8号住居跡出土遺物

9号住居跡出土遺物 l号，問状遺構出土遺物
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